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田
中
玄
宰(

は
る
な
か)

玄
宰
の
若
い
時

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
納
得
す
る
ま
で
、
自
分
で

調
べ
、
実
践
す
る
性
格
だ
っ

た
と
い
う
。

二
十
九
歳
の
時
、
一
ノ
瀬

要
人(

か
な
め)

、
町
人
ら
約

十
五
人
で
、
物
頭
の
家
で
酒

宴
を
し
、
「
御
叱
り
」
を
受

け
た
ほ
ど
、
下
か
ら
の
人
望

が
厚
か
っ
た
。
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小田山にある６代田中玄宰墓

猪苗代にある初代
田中正玄墓

『
若
松
市
史
』
『
会
津
藩
教
育
考
』
に
よ
る
と
、
田
中
家

の
祖
玄
義(

は
る
よ
し)

は
、
伊
勢
国
出
身
で
武
田
信
玄
の

子
勝
頼
が
信
州
高
遠
城
主
だ
っ
た
時
に
仕
え
、
長
篠
の
戦

い
で
戦
死
し
ま
す
。
そ
の
後
、
高
遠
城
主
と
な
っ
た
保
科

正
之
に
見
い
だ
さ
れ
一
字
を
貰
い
正
玄(

ま
さ
は
る)

と
名

乗
り
、
筆
頭
家
老
と
し
て
四
千
石
と
な
り
ま
す
。
六
代
目

玄
宰
は
「
寛
延
元
年(

一
七
四
八
）
生
、
十
三
歳
で
千
石
の

家
督
、
天
明
元
年(

一
七
八
一)

三
十
三
歳
で
家
老
と
な
り

ま
す
。
そ
の
こ
ろ
の
会
津
藩
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の

享
保
の
改
革
を
受
け
、
会
津
藩
も
改
革
し
て
い
ま
し
た
が

財
政
は
改
善
せ
ず
、
五
七
万
両(

約
三
四
〇
億
円)

の
借
金

を
大
坂
と
江
戸
の
商
人
に
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
天
明

二
年(

一
七
八
二)
～
七
年
ま
で
、
六
年
間
続
い
た
天
候
不

順
と
浅
間
山
大
噴
火
に
よ
っ
て
大
飢
饉
と
な
り
ま
し
た
。

天
明
四
年(

一
七
八
四)
、
玄
宰
は
病
気
を
理
由
に
家
老
職

を
辞
め
ま
す
。
し
か
し
同
年
十
二
月
、
保
科
正
之
が
ま
と

め
た
『
十
五
条
の
家
訓(

か
き
ん)

』
と
『
二
程
治
教
録(

に

て
い
ち
き
ょ
う
ろ
く)

』(

中
国
北
宋
の
学
者
明
道
と
伊
川

兄
弟
の
著
述
を
集
め
た
も
の
）
を
参
考
に
次
の
八
項
目
を

建
議
し
ま
し
た
。

①
軍
備
の
充
実

②
学
術
教
育
を
振
興

③
財
政
の
立
て
直
し

④
刑
罰
法
を
定
め
る

⑤
人
材
の
登
用

⑥
賞
罰
の
明
確
化

⑦
上
下
身
分
の
徹
底

⑧
民
政
の
秩
序
改
革

家
老
の
北
原
と
三
宅
は
賛
成
し
、
高
橋
は
反
対
し
ま
し
た

が
、
五
代
藩
主
容
頌(

か
た
の
ぶ)

の
命
に
よ
り
改
革
が
決

め
ら
れ
、
翌
天
明
五
年(

一
七
八
五)

玄
宰
は
家
老
職
に
復

帰
し
次
の
改
革
を
進
め
ま
し
た
。

①
軍
備
の
兵
法
を
、
可
陽
流
か
ら
長
沼
流
へ
変
更
。

②
玄
宰
が
江
戸
に
い
た
時
、
熊
本
藩
の
古
谷
重
次
郎
か

ら
教
え
ら
れ
た
改
革
す
る
た
め
「
日
新
館
」
を
創
設
。

③
四
人
の
家
老
職
は
、
月
番
制
か
ら
担
当
制
と
し
ま
す
。

〇
軍
備
は
北
原
采
女(

う
ね
め)

〇
民
政
と
財
政
を
玄
宰

〇
公
事(

裁
判)

を
三
宅
孫
兵
衛

享
和
三
年(

一
八
〇
三)

に
は
大
老
と
な
り
、

〇
幕
命
に
よ
る
「
風
土
記
編
纂
」
の
開
始

〇
会
所
前
へ
の
目
安
箱
の
設
置

〇
間
引
き
を
禁
止
し
、
里
子
制
度
に
よ
り
人
口
増
加

〇
連
帯
性
と
し
て
五
人
組
制
度
の
強
化

〇
下
級
藩
士
へ
の
開
墾
の
奨
励

〇
越
後
か
ら
の
開
墾
農
民
の
受
入
れ

産
業
振
興
と
し
て

〇
漆
木
を
植
栽
し
、
漆
の
確
保
と
蝋
燭
の
増
産

〇
京
か
ら
蒔
絵
職
人
を
呼
び
指
導

〇
灘
か
ら
杜
氏
と
麹
職
を
呼
び
「
清
美
川
」
の
製
造

〇
会
津
本
郷
焼
の
改
良
の
た
め
鍋
島
藩
へ
の
潜
入

〇
朝
鮮
人
参
の
増
産

家
臣
林
和
右
衛
門
光
治
（
四
五
〇
石
）
を
商
人
に
し
（
家

は
市
苗
育
苗
施
設
）
越
後
に
「
永
宝
丸
」
を
持
ち
商
売
で
成

功
、
分
家
に
鶴
乃
江
酒
造
、
林
合
名
会
社
が
い
ま
す
。

会
津
藩
校
「
日
新
館
」
は
、
享
和
三
年(

一
八
〇
三)

に
完

成
、
水
戸
の
弘
道
館
、
萩
の
明
倫
館
と
と
も
に
三
大
藩
校
の

一
つ
で
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
育
成
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
改
革
は
軌
道
に
乗
り
ま
す
が
、
文
化
三
年(

一

八
〇
五)

藩
主
容
頌
が
死
去
し
、
六
代
容
住(

か
た
お
き)

も

五
カ
月
で
病
死
、
玄
宰
は
文
化
五
年
（

一
八
〇
八
）
六
十

一
歳
で
没
し
ま
す
。
田
中
家
墓
所
は
天
寧
寺
で
す
が
遺
言
に

よ
り
、

「
鶴
ヶ
城
と
日
新
館
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
埋
め
て
ほ
し
い
」

と
小
田
山
山
頂
に
墓
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
会
津
藩
主
は
、
三
歳
で
七
代
目
と
な
っ
た
容
衆

(

か
た
ひ
ろ)
は
二
〇
歳
で
子
も
無
く
死
去
し
た
た
め
、
水
戸

家
二
男
の
子
を
貰
い
七
代
の
弟
と
し
て
嘘
の
届
け
を
し
、
八

代
目
と
な
っ
た
容
敬(
か
た
た
か)

が
三
十
一
年
間
治
世
を
し

ま
し
た
。
子
孫
は
早
稲
田
大
学
総
長
田
中
愛
治
氏
。

正
玄(

ま
さ
は
る)

の
言
葉

「
自
分
は
元
よ
り
、
学
浅
く

聖
賢
の
業
及
び
が
た
い
が
、

君
を
正
し
、
士
を
撫(

ぶ)

し
、

民
を
あ
わ
れ
む
の
三
つ
を
基

本
と
し
、
公
正
い
さ
さ
か
も

私
心
な
け
れ
ば
非
義
の
そ
し

り
は
受
け
な
い
」


